
7月 5日から 8日までの4日間、階上中学
校の2学年生徒が町内外の事業所に“出勤”
し、職場体験を行いました。

（2ページに関連記事）
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はしかみ Hot! ニュース
　

階
上
中
学
校（
菅
井
盛
基
校
長
）

は
、
七
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
の

四
日
間
、
町
内
お
よ
び
八
戸
市
内

の
三
十
五
事
業
所
で
、
二
年
生

百
二
十
一
人
が
職
場
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

将
来
へ
の
夢
を
持
ち
始
め
る
こ

の
時
期
に
、
地
域
社
会
の
中
で
活

動
や
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
自
分

な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と

が
目
的
。

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
〝
出
勤
〟

し
た
橋
本
拓
幹
君
は
「
前
か
ら

や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
希
望
し

た
。
給
油
や
送
り
出
し
を
ほ
め
ら

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
楽
し
い
で

す
」
と
働
く
喜
び
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。

　

中
央
保
育
園
で
保
育
士
体
験
を

し
た
畑
中
優
花
さ
ん
は
「
子
ど
も

が
好
き
な
の
で
、
将
来
保
育
士
に

な
り
た
い
。
や
る
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
思
っ
て
い
た
よ
り
大

変
な
仕
事
だ
と
思
っ
た
」
と
厳

さ
を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

　

受
け
入
れ
先
の
井
河
石
油
の

高
見
巌
常
務
取
締
役
は
「
三
日

目
ぐ
ら
い
か
ら
や
っ
と
慣
れ
て

き
た
感
じ
。
体
験
を
通
じ
、
両

親
が
大
変
な
思
い
を
し
て
自
分

た
ち
を
育
て
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
や
仕
事
の
厳
し
さ
を
少

し
で
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
た

ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
四
日
、
町
は
、
旧
登
切
小

学
校
で
、「
学
校
で
階
上
そ
ば
を

楽
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
に
閉
校
に
な
っ
た
登

切
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
た
初

め
て
の
活
動
で
、
地
域
住
民
も
校

舎
の
飾
り
付
け
や
、
わ
ら
縄
づ
く

り
体
験
、
イ
カ
焼
き
体
験
、
地
元

で
採
れ
た
野
菜
の
販
売
な
ど
に
関

わ
り
ま
し
た
。

　

そ
ば
を
食
べ
に
来
た
、
同
地
区

の
大
江
ス
ミ
さ
ん
は
「
歯
ご
た
え

が
あ
っ
て
お
い
し
か
っ
た
」
と
お

か
わ
り
し
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
県
産
ス
ギ

を
活
用
し
た
、
お
盆
、
器
、
そ
ば

ち
ょ
こ
な
ど
の
食
器
も
お
披
露
目

さ
れ
ま
し
た
。
階
上
そ
ば
振
興
委

員
会
の
会
員
で
も
あ
る
森
工
務
店

が
制
作
し
た
も
の
で
、　

打
ち
立

て
の
そ
ば
が
盛
ら
れ
、
お
い
し
さ

を
よ
り
一
層
引
き
立
て
て
い
ま
し

た
。

働
く
こ
と
の
厳
し
さ
、
楽
し
さ
を
体
験

旧
登
切
小
学
校
を
活
用

　「
そ
ば
を
楽
し
む
会
」
開
催

階
上
中
学
校
職
場
体
験

街
路
灯
寄
贈
さ
れ
る

車の窓ふきや
ごみすて、給
油作業にあた
る中学生
（井河石油）

（上）木のぬくもりあ
ふれる校舎でそばを楽
しむ来場者。自然と笑
顔が広がる
（下）初お披露目され
た、そば提供用食器。
改良を加え、イベント
などで活用されていく
予定

東
北
電
力
と
ユ
ア
テ
ッ
ク

　

七
月
十
六
日
、
東
北
電
力
株
式

会
社
八
戸
営
業
所
の
佐
藤
昌
弘
所

長
と
株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
八
戸

営
業
所
の
宮
野
定
勝
所
長
が
、
町

を
訪
れ
、
街
路
灯
五
基
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯
は
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
を
使

用
し
て
お
り
、
寿
命
は
水
銀
灯
の

約
八
～
十
倍
、
電
気
料
は
約
三
割

減
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
街
路
灯
は
、
石
鉢
、

野
場
中
地
区
に
設
置
さ
れ
ま
す
。左から宮野所長、沼沢町民課長、浜谷町長、佐藤所長



❸ 広報はしかみ　２010・８

（
写
真
）
意
見
交
換
会
の
よ
う
す
。
た

く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
っ
た

はしかみ Hot! ニュース

　

七
月
十
四
日
、
道
仏
中
学
校
で
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大

会
が
開
催
さ
れ
、
道
仏
中
学
校
全

校
生
徒
百
三
十
九
人
と
保
護
司
、

民
生
委
員
、
地
域
住
民
ら
関
係
者

が
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の

形
成
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
保
護
司
で
も
あ
る

浜
谷
豊
美
町
長
が
「
真
剣
な
心
で

生
き
る
」
と
題
し
講
演
。
自
身
の

保
護
司
と
し
て
の
経
験
を
紹
介

し
、
罪
を
犯
し
た
り
、
巻
き
込
ま

　

六
月
二
十
五
日
、
赤
保
内
小
学

校
で
、
階
上
町
立
小
学
校
陸
上
競

技
記
録
会
が
行
わ
れ
、
町
内
七
校

か
ら
出
場
し
た
四
～
六
年
生
の
児

童
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

競
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
タ
イ
記
録
二
つ
を
含

む
十
個
の
新
記
録
が
誕
生
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

れ
な
い
強
い
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
司
と
生
徒
が
十
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
意

見
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
事

前
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
な
ど
し
て
保

護
司
に
つ
い
て
学
習
し
た
生
徒
た

ち
は
、
保
護
司
に
な
っ
た
き
っ
か

け
や
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
な
ど
熱

心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
各
学
年
の
代
表
が
ま

と
め
を
発
表
。
三
年
生
の
佐
京
智

哉
君
は
、「
仲
間
の
大
切
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
相
手
の
心

を
考
え
て
行
動
し
、
自
分
も
犯
罪

者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
」

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

保
護
司
の
一
人
、
川
浪
秀
一
さ

ん
は
「
た
く
さ
ん
伝
え
た
い
こ
と

も
あ
り
、
時
間
が
足
り
な
い
く
ら

い
だ
っ
た
が
、
保
護
司
と
い
う
仕

事
を
理
解
し
、
ま
た
い
ろ
ん
な
生

き
方
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

力
の
限
り
！

オ
バ
ケ
な
ん
か

　
こ
わ
く
な
い
！

第
60
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会

第
63
回
階
上
町
立
小
学
校
陸
上
競
技
記
録
会

4

石
鉢
学
区
の
子
ど
も
会
が

　
　
　
　
　
　

肝
だ
め
し

　

七
月
十
八
日
、
石
鉢
学
区
の
子

ど
も
会
合
同
の
肝
だ
め
し
大
会

が
、
石
鉢
小
学
校
で
行
わ
れ
、
参

加
し
た
約
百
人
の
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
ま
し
た
。

　

工
夫
を
凝
ら
し
て
作
ら
れ
た

数
々
の
仕
掛
け
で
、
普
段
の
校
舎

は
お
化
け
屋
敷
に
様
変
わ
り
。
子

ど
も
た
ち
は
怖
が
り
な
が
ら
も
、

勇
気
を
出
し
て
歩
を
進
め
、
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
、
蒸
し
暑
い
夏
の
夜

に
涼
し
い
気
分
を
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

肝だめしを楽しむ子どもたち

１

種目	 氏　名	 学校名	 記録
新記録

力の限りプレーする
児童に、応援団の児
童や、かけつけた保
護者らからは、大き
な声援が送られた

5年女子80mハードル
5年男子80mハードル
6年男子1500ｍ
4年男子100m
6年男子200ｍ
4年女子走り幅とび
4年男子ソフトボール投げ
5年女子400ｍリレー
6年女子400ｍリレー
6年男子400ｍリレー

浜道　瑞紀
髙屋敷龍河
夏堀　拓海
武部　優希
黑澤　俊祐
田端　流麗
濱道　悠叶
赤 保 内 A
赤 保 内 A
石 鉢 A

赤保内
小舟渡
赤保内
石　鉢
赤保内
道　仏
道　仏
赤保内
赤保内
石　鉢

※はタイ記録

16秒0
16秒3

5分13秒3
14秒9
28秒4
3m65
48m44
1分2秒4
1分0秒4
58秒1

※

※
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講演する川嶋伸次さん

塵浄水（ちりちょうず）を行う十文字

「ミスをせずに頑張りたい」と抱負を述べた階上クラブのメン
バー。右から権代智昭君（小舟渡小 6年）、寅谷修監督、黑澤
俊祐君（赤保内小 6年）、佐々木海和君（道仏小 6年）、浜谷
豊美町長、夏堀拓海君（赤保内小 6年）、和田勇樹君（石鉢小
6年）、大久保伸夫赤保内小校長

国大会出場を報告

術作品に親しむ

びの王国が開国

文字が幕下全勝優勝

　6 月 27 日、青森市で行われた、日清食品カップ第
26 回全国小学生陸上競技交流大会青森県選手選考会
で、男子 400 メートルリレーで優勝した「階上クラブ」
のメンバーらが、7 月 13 日、町に優勝と全国大会出
場の報告に訪れました。
　メンバーは町内小学校からの選抜チーム 5 人。浜谷
町長は「目標を高く持って、精一杯頑張ってきてくだ
さい」と激励しました。
　リレーのような団体競技で全国大会出場は初とのこ
とで、寅谷修監督は「国立競技場で走れるのは貴重な
経験。頑張ってほしい」と話していました。全国大会は、
8 月 27 日、28 日、東京都の国立競技場で開催されま
す。健闘を期待します。

　町文化協会（石川誠会長）は、6 月 26 日、27 日の 2 日間、ハートフ
ルプラザで総合文化展を開催しました。協会員らによる陶芸や版画、俳
句など約 200 点が展示されました。
　また、町制施行 30 周年を記念し、町内小学校で教頭、校長を歴任し、
公民館油絵教室の講師を長年務めた画家の田口美樹男さんと、広報の挿
絵でもおなじみの、日本板画院同人の佐藤明さんの特別展も行われ、来
場者は作品に見入っていました。

　7 月 17 日、今年度の生涯学習講座「学びの王国！はしかみキャンパス」
がスタートしました。今年で 11 年目。ハートフルプラザで行われた開国
式では国王こと村上富士夫教育長が「自分らしい生き方を求めて、学ん
でいってほしい」とあいさつしました。
　その後、シドニー五輪男子マラソン代表の川嶋伸次さんが「挫折と栄
光の箱根駅伝」と題して講演。選手時代や、東洋大学陸上競技部監督に
就任し、チームを改革していった経験などを話し、参加者は熱心に聞き
入っていました。

　町出身の力士、十文字（陸奥部屋）が、大相撲名古屋場所で、7 戦全勝
優勝を果たしました。
　十文字は、平成 4 年九州場所で初土俵を踏んで以来、平成 7 年春場所
で三段目優勝、平成 18 年九州場所で十両優勝の経験があり、今回、幕下
ではありますが、自身 3 度目の優勝を成し遂げました。
　十文字は「全勝という成績は出来すぎで自分でも驚いている。妻と 2
人の子どもに良い報告ができてうれしい」と話していました。
　来場所は４場所ぶりに十両復帰が決定。ますますの活躍を期待します。

階上チームが日清食品カップで優勝

第6回階上町文化協会総合文化展

はしかみキャンパス開国式＆記念講演会

大相撲名古屋場所

全

芸

学

十

作品に見入る来場者
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＜第5分団＞　分団長　南　正人
監　督　木戸口　悟（班長）
指揮者　引敷林広貴（副分団長）
1番員　久保　卓也（団員）
2番員　引敷林安幸（団員）

3番員　大江　　優（団員）
4番員　大江　政隆（団員）
補助員　南　勝土司（班長）

道仏中学校女子バスケットボール部のみなさん

県大会出場を決めた5分団

梅漬け作りで、シソの葉をもむ参加者

年ぶりの優勝

もぎと梅漬け作りを体験

八支部消防操法大会で優勝

　6 月 19、20 日に行われた、第 59 回三戸郡中学校
体育大会夏季大会で、道仏中学校が女子バスケット
ボール競技で、45 年ぶりの優勝を果たし、このたび
町長に喜びの報告をしました。
　部長の中島さやかさんは「目標達成のためにこの
チームで一生懸命練習してきた。県大会では、三戸郡
代表としての自覚と責任を持って全力で戦ってきま
す」と決意を述べました。
　なお、県大会は 7 月 24、25 日に青森市で行われ、
惜しくも準々決勝で惜敗しました。今後の健闘を期待
します。

　7 月 18 日、はしかみグリーン・ツーリズム協議会（土
橋美智子会長）は、金山沢地区で、梅もぎと梅漬け作
り体験を行いました。町内外から 14 人が参加。
　同会会員の松倉チヱさんの梅畑でたわわに実った梅
をかごいっぱいに収穫、その後、同会会員の鳩恵子さ
んによる、梅の漬け方講習が行われ、梅漬けのポイン
トなど熱心に質問しながら学んでいました。
　参加した茨島梢さんは「初体験で楽しかった。祖母
がいつも梅漬けをつくっているが、その大変さを肌で
感じました」と話していました。
　夜は、田代地区の、ばばちゃのお店のほたる祭りも行
われ、旬の野菜を味わいながら、ほたる鑑賞を楽しみま
した。

　7 月 19 日に、五戸町で行われた、三八
支部消防操法大会で、第 5 分団（登切）が、
ポンプ自動車の部で見事優勝し、8 月 24
日に青森県消防学校（青森市）で行われる
青森県消防操法大会への出場を決めました。
　また、同大会には小型動力ポンプの部に
第 1 分団（小舟渡）が出場、惜しくも優勝
はなりませんでしたが、僅差の 3 位と健闘
しました。
　5 分団は、県大会初出場、町消防団とし
ても県大会出場は 26 年ぶりの快挙となり
ます。

郡中体連で道仏中学校女子バスケットボール

はしかみの自然満喫！

第 5 分団（登切）

45

梅

三
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10月第３日曜は
　ピンクリボンの乳がん検診日

　町では芸術・学術・芸能文化、スポーツの振興発展に功績のあった方、
優秀な成績をおさめた方を表彰する階上町文化賞・スポーツ賞表彰を
実施しています。
　今年度も候補者を募集しますので、皆さんご推薦ください。

イ．永年町の文化向上に貢献された方
ロ．永年芸術・学術の指導養成、文化団体の育
　　成指導に寄与された方

イ．永年にわたり、町内のスポーツの健全な普
　　及発展に著しく貢献された方

イ．スポーツに関する県単位以上の優勝者及び
　　新記録を樹立した方、または東北大会以上
　　の大会の入賞者
ロ．町内のスポーツの健全な普及発展に著しく
　　貢献した方

イ．県大会以上の大会の入賞者
ロ．その他、本町スポーツ振興に貢献した方

イ．全国的規模以上の展覧会・発表会にて優れ
　　た評価を受けた方
ロ．全県的規模以上の展覧会・発表会にて優れ
　　た評価を受けている方
ハ．学術研究等で優れた評価を受けた方

イ．全県的規模以上の展覧会・発表会にて優れ
　　た評価を受けた方
ロ．芸術・学術の分野において優れた評価を受
　　けた方

町民もしくは団体の他、町に縁故の深
い方であればどなたでも
教育課、道仏公民館、石鉢ふれあい交
流館、町文化協会にあります。

　7 月 21 日、夏の交通安全県民運動がスタートし、当町で
も街頭広報活動が行われました。
　町交通安全対策協議会ら関係者が、役場前交差点で横断幕
を掲げたり、ドライバーにマスコットやパンフレットを配布
するなどして、交通安全を呼び掛けました。

各学校、各体協支部長、各競技協会長
に依頼しています。

■表 彰 式　　町民文化祭（10 月 30 日）で表彰します。
■提出締切　　9 月 24 日（金）

【推薦書類提出先・問い合わせ】
教育課社会教育グループ　☎ 88-2764 

町民もしくは出身者

■推薦基準等

文　化　賞

①文化功労賞 ①スポーツ特別功労賞

②スポーツ功労賞

③スポーツ奨励賞

②文　化　賞

③文化奨励賞

現在交通死亡事故ゼロ継続中！ 8 月 31 日で丸 3 年を達成します。

スポーツ賞

階上町文化賞・スポーツ賞表彰候補者募集22年度

夏の交通安全県民運動が行われました

八戸警察署
交通安全キ
ャラクター
まもるくん

候補者の
範　　囲

候補者の
範　　囲

推 薦 書 推 薦 書
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　9月17日（金）	

　9月17日（金）

10月22日（金）

11月26日（金)

	 検診日	 会場	 受け入れ人数	 対象者	 検診内容	 自己負担

	 子宮頸がん検診	 婦人科超音波検査（卵巣がん検診）	 	 乳がん検診

	 階上町指定日	 申込締切	 予約方法	 当日について

❼            

10月第３日曜は
　ピンクリボンの乳がん検診日

　ピンクリボンは、乳がん撲滅、検診の早期受診を啓蒙・推進するためにおこなわれる世界
規模のキャンペーンです。この度、八戸市総合健診センターが、NPO 法人 J.POSH（日本
乳がんピンクリボン運動）の賛同施設として登録し、下記日程で検診を行います。
　町でも住民健診として費用を助成します。日ごろ、仕事や育児で検診に行く時間がとれな
い方は、ぜひこの機会を利用して受診しましょう。

【問い合わせ】
保健福祉課健康増進グループ

☎ 88-2219

■ピンクリボン運動で受ける場合

■ピンクリボン運動以外で受ける場合（通年実施）

①健診センターで受ける場合

②婦人科医院で受ける方
・予約不要。各医療機関に「階上町の子宮がん検診を受けたい」と、お申し出ください。

＜実施医療機関＞
一松堂医院、兼田産婦人科内科医院、倉本クリニック、斉藤ウイメン
ズクリニック、すわクリニック、苫米地レディースクリニック、西村
産婦人科クリニック、八戸クリニック、八戸赤十字病院

婦人がん検診を受けましょう

10 月 17 日（日）
【受付】
		8:15～			9:00
13:15～ 14:00

対 象
検診機関
自己負担

検診内容

備 考

10月 1日（金）

10月18日（月）

11月 8日（月）

12月13日（月）

＜指定日で受ける方＞
　保健福祉課へ電話（88-2219）
＜指定日以外で受ける方＞
　原則、水・木・金曜のみ実施しています。
　直接八戸市総合健診センターに予約して
　ください（☎45-9131）。

＜受付＞12:15～ 12:45

健診センターまでのバス
の運行はありません。

20歳以上
八戸市総合健診センターおよび下記②の婦人科医院
500円

・内診
・子宮頸部細胞診

子宮体がん検診は行いませ
ん。

経膣超音波検査
（子宮や卵巣の状態をモニターに
写し出す検査）

子宮頸がん検診と同時実施。
（手術等をしている場合は卵巣が
ん検診のみも可）

・視触診
・マンモグラフィ（40歳以上で
　偶数年齢の方か医師診察によ
　り指示のあった方）

希望者（主に 30 代）は、乳房超
音波検査も受けられます。
＊自己負担 2,100 円

500円1,050円（医療機関では異なる場合あり）

30歳以上
八戸市総合健診センター

八戸市総合健診
センター

午前10人
午後10人程度

今年度内に
30～ 61歳に
なる女性

乳がん検診のみ
視触診＋マンモグ
ラフィ（乳房X線
検査）

500円
（町で3,806円
助成）

≪予約方法≫
◎八戸市総合健診センターに直接電話（45-9131）してお申し込みください。予約時間　8:00 ～ 16:45
　階上町分予約開始日　8月 23日（月）　
　※先着順です。（八戸市民と合わせて計120人に達すると終了となります）
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父子家庭の皆さまにも児童扶養手当が支給されます8月1日から！

❽

■児童扶養手当とは
　父母の離婚などで、父または母と生計を同じくし
ていない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭）
の生活の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉
の増進を図ることを目的として、児童が 18 歳に達
した年度末まで支給される手当です。

■支給要件、手当額について
　これまでの児童扶養手当と同じです。詳細は広報
はしかみ 6 月号 12 ページをご覧ください。
　個々のご家庭が支給要件に該当するかについて
は、お問い合わせください。

■手続きについて
　受給資格者および該当する子どもの戸籍謄本（抄
本）や住民票が必要です。
　詳しくは、保健福祉課にお問い合わせください。

■申請時期の取り扱いについて
① 7 月 31 日までに支給要件に該当している方
　→ 11 月 30 日までに申請をすれば、「8 月分」か

　ら支給されます。

② 8 月 1 日以降、11 月 30 日までに支給要件に該
当した方

　→ 11 月 30 日までに申請をすれば、「要件に該当
　した日の翌月分」から支給されます。 

※ 11 月 30 日を過ぎた申請は、「申請の翌月分」か
らの支給となります。 

ひとり親家庭に対する自立を支援するため、８月１日から父子家庭の父にも児童扶養手当が支給されます。
＜受給するためには、申請（認定請求）が必要です＞

　　　　　　　　　　〇 11 月 30 日までに忘れずに手続きをしてください。 
　　　　　　　　　　〇８～ 11 月分の手当の支給は、12 月となります。

【申請・問い合わせ】
　保健福祉課福祉グループ　☎88-2641

　6月 30日に行われた３歳児健診
において、歯科健診の結果、むし歯
のなかった子どもさん9人に表彰状
を贈呈しました。

秋
あきやま

山　栞
か ん な

奈ちゃん    宇
う べ

部　太
たいよう

陽くん　   河
か わ ら ぎ

原木柊
しゅうご

伍くん

菊
き く ち

池　　恒
こう

くん　 　小
こ ま つ

松　楓
ふう

雅
が

くん　　齋
さいとう

藤　詩
し

月
づき

ちゃん

新
に い だ

井田莉
り な

那ちゃん

林
はやしした

下　詩
し ど

沓くん  

松
ま つ ば

葉　舜
しゅん

誠
せい

くん

　当町のむし歯保有率は、年度によってばらつ
きはありますが、八戸保健所管内平均より高い
状況にあります。乳歯がむし歯になると、永久
歯の歯並びや歯質に悪い影響がありますので、
お父さん、お母さんが仕上げみがきをして乳歯
をむし歯から守ってあげましょう。

歯は一生の宝物

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2219

むし歯０本の子どもたち（50音順）

親子 de

%
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49.62

41.76
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6.3

15.6
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3.8

42.82
39.19 37.31

35.27

57.3

40.22

55.45

40.43

5.19 4.08 3.65 3.43

町:３歳児

保健所管内
:３歳児

町:1歳6ヵ月12.79

保健所管内
:1歳6ヵ月 4.79
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就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

楽しいがいっぱい！ 活動内容がさらに充実！

＜９月スケジュール＞
地域子育て支援センター「らんらんる～む」 子育てサークル「にこにこクラブ」

◆わいわい子育て広場◆
　地域子育て支援センター（階上保育園）の協力
により、未就学（園）児がいらっしゃるご家族を
対象に、子育て支援を目的として年３回開催して
います。
　６月１８日、今年度の第1回目を開催。「ミニミ
ニ運動会」には親子１１組が参加し、親子レース
やゲーム、体操などたくさんの種目を親子で楽し
みました。

楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！親子 de

期	日 期	日活	動	内	容 活	動	内	容

9/1（水）

9/8（水）

9/15（水）

9/22（水）

9/29（水）

9/30（木）

9/17（金）

グラウンドであそぼう～トンボさんいるかな？
　作って遊ぼう：チラシビーズのブレスレット
うんどう会ごっこ
　作って遊ぼう：ペットボトル・キーホルダー
劇団すぎのこ人形劇鑑賞「たにし長者」
　・場所：石鉢ふれあい交流館
　・要予約／申込締切　9月7日（火）
ふうせんであそぼう
　作って遊ぼう：糸でんわ
ムーンロケット（紙コップ）で遊ぼう
　作って遊ぼう：ムーンロケット
＜子育て講座＞「親子でとうげい」
講師：ジョイフルパーク八戸陶芸倶楽部代表
　　　佐々木文明先生
・限定10組の親子（要予約）
・1家族1,500円（材料費）
※申込締切　9月18日（土）

＜わいわい子育て広場＞
　（保健福祉課・支援センター主催）
①親子ふれあいゲーム
　指導：地域子育て支援センター職員
②調理実習「愛情たっぷり☆野菜が		
　入った手作りおやつ」
　講師：階上町食生活改善推進員会
※母子保健相談・託児あり

■場　　所：石鉢ふれあい交流館
■時　　間：10:00～ 12:00
■材 料 費：200円程度（親子１組）
■申込締切：9月13日（月）

※8月の日程は広報7号に掲載しています。

・場　所　階上保育園（保育園向かい側駐車場をご
　　　　　利用下さい）
・時　間　10:00～12:00
・参加費　子ども1人につき100円

【問い合わせ】
　保健福祉課健康増進グループ　　　　☎88-2219
　階上保育園（地域子育て支援センター）☎89-2302

【問い合わせ】保健福祉課健康増進グループ　☎88-2219

■ケガ等は、自己責任です。注意して楽しい活
　動にしましょう。
■天候、諸事情等により、活動内容が変更にな
　る場合があります。

■期　　日（いずれも金曜日）
　9月17日、10月1日、8日、15日
　※初回は混み合う可能性があります。
■受付時間　12:30～13:00（時間厳守）
■場　　所　みうらクリニック

■持ち物　母子手帳、予診票、健康保険証、みうらクリニック
　　　　　の診察券（お持ちの方のみ）
　※お子さんが下痢をしている日は避けてください。
　※春と秋に１回ずつの接種です。

ポリオは、せき髄の細胞が破壊される感染症で「小児麻痺」とも呼ば
れています。乳幼児期のうちに忘れずに予防接種を受けましょう。

ご参加を
お待ちして

います

秋のポリオ予防接種のお知らせ

　※お子さんが下痢をしている日は避けてください。
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わんつかげんき教室
　階上町地域包括支援センターでは、平成 18 年度から「特定高齢者」を対象に運動機能向上のための教
室を開催しています。
　昨年度は 100 人を超える参加があり、参加者からは「体の調子が良くなった」「またみんなと参加したい」
等の声が多く聞かれ、体力測定の結果も向上しています。

保険証に「臓器提供に関する意思表示欄」が設けられます 限度額適用認定証および
限度額適用・標準負担額減額認定証の申請について

【臓器移植に関する質問・問い合わせ】
　（社）日本臓器移植ネットワーク
　　　　☎フリーダイヤル：0120-78-1069

【保険証・臓器提供意思表示シール等についての問い合わせ】
　保健福祉課健康増進グループ　 　☎ 88-2219
　青森県後期高齢者医療広域連合　☎ 017-721-3821

◆意思表示の方法
　当分の間、意思表示シールに「臓器提供に関する
意思表示（提供する・提供しない）」を記入し、保
険証の裏面に貼り付けます。
◆８月以降に本制度の被保険者となる方
　保険証交付の際に臓器提供意思表示シール付リー
フレットを同封して郵送します。
◆保険証をお持ちの方
　希望者に、保健福祉課で、臓器提供意思表示シー
ル付リーフレットを配布します。

後期高齢者医療制度加入の皆さまへ 国保からのお知らせ

【申し込み・問い合わせ】
　階上町地域包括支援センター
  （保健福祉課福祉グループ内）
　　　　　　　　　 ☎88-2115

◆特定高齢者とは◆
　近い将来、介護が必要になる
可能性の高い高齢者の方。
　基本チェックリスト等（心身
の状態を見るための 25の質問
項目や医療機関での生活機能評
価）から、介護予防が必要な方
を地域包括支援センターが選定
します。

興味のある方
参加希望の方はご連絡を！

ー健康で活動的な生活を送るためにー

に参加しませんか

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎88-2219

秋の

場　所

期　間

内　容

送　迎
費　用
委託先

＊「わんつか」とは、「少し」
　を意味する方言です。

わんつか元気教室のようす

ハートフルプラザ・はしかみ
9月末から12月まで（週1回／全12回）
10:30～ 12:00
筋力アップ体操を主とし、口の中や栄養状態を良くするた
めの講話など
地理的条件を考慮し、タクシーによる送迎を行います
1,350円程度
階上町社会福祉協議会、見心園在宅介護支援センター　

■有効期限は7月31日　
　引き続き必要な方は、国保被保険者証と世帯主の
　印鑑を持参し、８月中に申請してください。
■新規申請も随時受付中
・限度額適用認定証：入院時の高額療養費の病院窓
　口での支払いが自己負担限度額までとなります。
・限度額適用・標準負担額減額認定証：非課税世帯
　の方の入院時の食費等の負担額が減額となります。
〇転入者は前住所地での所得、課税証明が必要です。
〇外来分や支払後の高額療養費の窓口申請も受け付	
　けしています。
○高額療養費該当のめやす：上位150,000円、一
　般80,100円、非課税世帯35,400円
注）国保税の滞納があると、認定証を交付できない場合があります。
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自転車ロードレース開催！

【申・問】教育課社会教育グループ　☎ 88-2764

【問】青森県高体連自転車競技専門部　青森県立八戸工業高等学校内　秋田春樹　☎ 22-7348 

■内　容　講話、軽スポーツ、料理、町外研修、クラブ 
　　　　　活動（カラオケ、軽スポーツ、手芸）等
■学習日　9 月 15 日～ 2 月までの水曜日（全 10 回）
　　　　　10:30 ～ 14:45 
　　　　　（内容により変更になる場合もあります）　

■募　集　60 歳以上の町民 20 人※老人クラブ会員
　　　　　は各会長を通じ別途募集。
■参加費　1,000 円 
　　　　　※別途受講者負担となるものもあります。

■申込締切　８月 27 日（金）

交通規制にご協力お願いします

文部科学大臣杯
第66回全日本大学対抗選手権自転車ロードレース大会

■期　日　８月29日（日）　9:00～ 14:30
　　　　　個人ロード・レース　男子  9:00 スタート（12 周 168km）
　　　　　　　　　　　　　　　女子  9:01 スタート（　5 周 　70km）
■選　手　日本全国の各大学から選出された選手、男子 170 人、女子 20 人（予定）
■コース　階上岳登山口フォレストピア階上前をスタート、ゴールとするコース
　　　　　　［西鳥屋部（登山口）→新田→金山沢→野場→小松倉→登切→引敷林→西鳥屋部］

■通過予定時刻表
　男子（14km × 12 周）

　女子（14km × 5 周）

（日）

西鳥屋部
0.0km

西鳥屋部
0.0km

新田十字路
2.4km

新田十字路
2.4km

金山沢
5.2km

金山沢
5.2km

野　場
7.3km

野　場
7.3km

小松倉
8.9km

小松倉
8.9km

登切Ｔ字路
11.0km

登切Ｔ字路
11.0km

堀切Ｔ字路
12.5km

堀切Ｔ字路
12.5km

西鳥屋部
14.0km

西鳥屋部
14.0km

	 1周目	 9:00	 9:04	 9:09	 9:13	 9:16	 9:20	 9:23	 9:25
	 2 周目	 9:25	 9:29	 9:34	 9:38	 9:41	 9:45	 9:48	 9:50
	 3 周目	 9:50	 9:54	 9:59	 10:03	 10:06	 10:10	 10:13	 10:15
	 4 周目	 10:15	 10:19	 10:24	 10:28	 10:31	 10:35	 10:38	 10:40
	 5 周目	 10:40	 10:44	 10:49	 10:53	 10:56	 11:00	 11:03	 11:05
	 6 周目	 11:05	 11:09	 11:14	 11:18	 11:21	 11:25	 11:28	 11:30
	 7 周目	 11:30	 11:34	 11:39	 11:43	 11:46	 11:50	 11:53	 11:55
	 8 周目	 11:55	 11:59	 12:04	 12:08	 12:11	 12:15	 12:18	 12:20
	 9 周目	 12:20	 12:24	 12:29	 12:33	 12:36	 12:40	 12:43	 12:45
	 10周目	 12:45	 12:49	 12:54	 12:58	 13:01	 13:05	 13:08	 13:10
	 11周目	 13:10	 13:14	 13:19	 13:23	 13:26	 13:30	 13:33	 13:35
	 12周目	 13:35	 13:39	 13:44	 13:48	 13:51	 13:55	 13:58	 14:00

	 1 周目	 9:01	 9:07	 9:13	 9:17	 9:20	 9:25	 9:28	 9:31
	 2 周目	 9:31	 9:37	 9:43	 9:47	 9:50	 9:55	 9:58	 10:01
	 3 周目	 10:01	 10:07	 10:13	 10:17	 10:20	 10:25	 10:28	 10:31
	 4 周目	 10:31	 10:37	 10:43	 10:47	 10:50	 10:55	 10:58	 11:01
	 5 周目	 11:01	 11:07	 11:13	 11:17	 11:20	 11:25	 11:28	 11:31

生きがい中央大学
受講生
募　集
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（広告） （広告）

図
書
室
だ
よ
り

５
分
団
県
大
会
へ　

町
と
し
て
26
年
ぶ
り

　
　
　
　
　
　

〜
炎
天
下
の
三
八
地
区
消
防
操
法
大
会
〜

○
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
５
２
２

○
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

　
　
　
　

☎
（
８
０
）
１
６
７
１

○
道
仏
公
民
館

　
　
　
　

☎
（
８
９
）
２
１
１
０

か
ら
は
「
階
上
の
消
防
団
は
、
よ

く
訓
練
さ
れ
て
い
て
技
術
が
高

い
」
と
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
両
分
団
と
も
仕
事
を
終
え
て

か
ら
夜
遅
く
ま
で
訓
練
し
た
成
果

が
実
っ
た
も
の
で
あ
り
、
常
日
ご

ろ
か
ら
私
た
ち
町
民
の
安
心
・
安

全
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
消
防
団

員
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
大
き
な

信
頼
と
感
謝
の
思
い
を
強
く
し
ま

し
た
。

　

町
か
ら
の
県
大
会
出
場
は

二
十
六
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
五
分
団
に
は
、
今
月
二
十
四

日
開
催
の
県
大
会
で
の
さ
ら
な
る

健
闘
を
祈
り

ま
す
。ま
た
、

一
分
団
に
は

次
回
に
向
け

て
鍛
錬
を
重

ね
、 　

土ど

重
ち
ょ
う

来ら
い

を
期
し
て

欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

猛
暑
続
き
の
こ
の
夏
、
先
月

十
九
日
、
五
戸
町
で
第
二
十
二
回

県
消
防
協
会
三
八
支
部
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
に
出

場
し
た
五
分
団
は
、
第
一
線
、
二

線
と
も
唯
一
基
準
を
ク
リ
ア
し
、

二
位
に
大
差
を
つ
け
て
優
勝
旗
を

獲
得
し
ま
し
た
。
小
型
動
力
ポ
ン

プ
に
出
場
し
た
一
分
団
は
、
迅
速

か
つ
機
敏
な
操
作
で
タ
イ
ム
も
最

高
で
し
た
が
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
等

も
あ
り
、
惜
し
く
も
三
位
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　

青
森
県
消
防
協
会
の
川
崎
会
長

5分団（上）と1分団（下）の演技

　

東
北
人
の
日
常
生
活
を
テ
ー
マ

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
性
格
、

風
習
、
傾
向
に
つ
い
て
分
析
。
県

民
性
の
宝
庫
と
い
え
る
よ
う
な
東

北
人
の
実
態
が
今
明
ら
か
に
！
県

人
度
チ
ェ
ッ
ク
付
き
。

　

こ
こ
に
確
か
で
美
し
い
日
本
語

が
あ
る
。
故
郷
に
思
い
を
は
せ
、

亡
き
父
母
を
追
慕
し
、
日
々
の
生

活
を
静
か
に
見
つ
め
る
。
肺
ふ
に

届
く
名
文
四
十
八
編
。
待
望
の
最

新
随
筆
集
。

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で

き
ま
す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
発
行
無
料
）

　

人
生
に
は
「
壁
」
が
つ
き
も
の
。

そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
は
大
き
く
な
る
。
越
え

ら
れ
な
い
「
壁
」
は
き
っ
と
な
い
！

妻
で
あ
り
母
で
あ
る
女
性
宇
宙
飛

行
士
の
初
の
著
書
。

『何とかなるさ！』
山崎直子　著

サンマーク出版

■貸出時間■
○ハートフルプラザ・はしかみ
　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館
　9 ～ 17 時（月～金）
　　　　　※土曜は 15 時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

　夏は、暑さのために疲労が蓄積
しやすく、十分な休養が必要です。
　学校は夏休みに入り、家族との触れ合いを深めること
ができるよい機会です。
　年次有給休暇の計画的付与、特別休暇や週休日を組み
合わせるなど、夏季における連続休暇の実施を図りま
しょう。
【問】青森労働局労働基準部監督課　☎017-734-4112

～夏には連続休暇を～

在宅介護・入所相談等
介護に関するお悩みお受けいたします
〒039−1212
青森県三戸郡階上町蒼前西２丁目９ー９８８
Te l. ０１７８−８８−２５９５
Fax. ０１７８−８８−２５９６

『東北人の説明書』
東北をこよなく愛する会 著

PHP 研究所

『おふくろの夜回り』
三浦哲郎　著

文藝春秋

『おふくろの夜回り』

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
室
で
す 

⑦

階
上
町
長　

浜
谷
豊
美　
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町
制
を
施
行
し
て
か
ら
の
三
十

年
、
八
戸
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
人
口
増
加
が
進
み
、
町
は
着

実
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

増
え
続
け
る
人
口

　

町
制
を
施
行
し
た
昭
和
五
十
五

年
の
国
勢
調
査
で
、町
の
人
口
は
、

一
万
百
九
十
九
人
、
昭
和
六
十
年

に
は
一
万
千
五
百
四
十
七
人
、
平

成
二
年
に
は
、
一
万
二
千
九
百
五

十
九
人
と
、
県
内
ト
ッ
プ
の
伸
び

す
中
、
人
口
が
増
加
し
、
ま
た
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
比
率
も

低
く
、〝
若
い
町
〟〝
発
展
し
続
け

る
町
〟
と
し
て
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

　

人
口
も
年
々
増
え
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
は
多
種
多
様
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
産
業
別
人
口
を

見
て
み
る
と
、
町
制
施
行
当
時
は
、

一
次
産
業
が
四
割
、
二
次
、
三
次

産
業
が
と
も
に
三
割
を
占
め
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
十
七
年
の
国
勢

調
査
で
は
、
三
次
産
業
が
六
割
強

を
占
め
、
一
次
産
業
が
一
割
弱
と

町
民
の
就
業
形
態
も
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
二
年
は
、階
上
誕
生
百
年
、

町
制
施
行
十
周
年
の
年
で
も
あ

り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
記

念
事
業
を
実
施
。
活
力
の
あ
る
町

づ
く
り
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う

と
、「
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
開

か
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
で
町
の
課
題
や
将
来
像
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
数
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
平
成
三
年
に
石

鉢
小
学
校
、
八
年
に
階
上
中
学
校
、

翌
九
年
に
赤
保
内
小
学
校
の
新
増

改
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
道
四
十
五
号
沿
い

は
急
激
に
人
口
が
増
加
し
た
も
の

の
、
農
村
地
帯
の
西
部
地
域
、
漁

村
地
帯
の
東
部
地
域
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
平
成
十
年
に
は
、
過
疎

化
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け
、

均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
そ
う
と
、

鳥
屋
部
地
区
に
住
宅
団
地
「
ト

ウ
ィ
ン
ク
ル
タ
ウ
ン
・
大
鶴
音
」

を
造
成
。
五
十
三
区
画
の
分
譲
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
の
人
口
は
、
平
成

十
五
年
十
二
月
末
に
一
万
五
千
三

百
五
人
を
記
録
し
て
以
降
、
ゆ
る

や
か
に
減
少
に
転
じ
、
二
十
年
に

は
一
万
五
千
人
を
割
り
込
ん
で
い

ま
す
。
近
年
の
少
子
化
や
全
国
規

模
で
の
人
口
減
に
よ
る
転
入
者
の

減
少
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響

か
ら
、
職
を
求
め
て
都
市
部
へ
転

出
者
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
、

減
少
に
転
じ
た
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

率
を
示
し
ま
し
た
。

　

平
成
四
年
に
、
住
民
登
録
一
万

三
千
人
を
突
破
。
町
制
を
施
行
し

て
か
ら
平
均
で
毎
年
二
百
人
余
り

が
増
え
、
当
時
の
県
内
三
十
四
の

町
の
中
で
十
二
番
目
、
郡
内
で
は

五
戸
町
、
三
戸
町
に
次
い
で
、
三

番
目
に
多
い
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
に
は
、
住
民
登
録
が

一
万
四
千
人
に
達
し
、
十
二
年
に

は
、
一
万
五
千
人
を
達
成
。
ほ
と

ん
ど
の
市
町
村
が
人
口
減
を
示

増
え
続
け
た
人
口
　
町
の
活
力
に

町制 30 年をふり返る

はしかみ物語

5

平成12年 12月 3日、町登録人口1万5千人を達成。町
民課窓口前で、記念セレモニーが行われた。1万5千人目の
登録をした“新”町民に、町の花であるツツジの鉢植えを贈
る当時の正部家町長

◆階上町人口推移　　住民基本台帳人口各年３月末現在

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

10,399

S55

2,378

3,053

S60 H2

3,710

H7

4,258

H12

4,935

H17

5,362

H22

5,656

11,637
12,521

13,569
14,902

人口

世帯数

人 世帯
15,186 14,741
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９
月
１
日
現
在
で
「
東
部
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
」
を
調
製
し
ま
す
。
次
の
条
件

に
該
当
す
る
方
は
、
海
区
選
挙
人

名
簿
の
「
登
載
申
請
書
」
を
９
月

２
日
ま
で
に
区
長
さ
ん
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
）

■
名
簿
登
載
資
格

①
漁
業
者
ま
た
は
漁
業
従
事
者

②
階
上
町
に
住
所
ま
た
は
事
業
場

を
有
す
る
者

③
年
間
に
90
日
以
上
、
漁
船
を
使

用
す
る
漁
業
を
営
み
、
ま
た
は
こ

れ
に
従
事
し
て
い
る
者
（
海
藻
漁

業
に
つ
い
て
は
漁
船
の
使
用
を
条

件
と
し
な
い
）

④
平
成
２
年
12
月
６
日
以
前
に
生

ま
れ
た
者

■
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。
資
格
の
あ

る
方
や
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
階
上
漁
業
協
同
組

合
に
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

階
上
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
２

　

家
庭
か
ら
出
る
雑
排
水
に
よ
る

水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
国

庫
補
助
指
針
に
適
合
す
る
機
能
を

有
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

■
申
請
締
切　

２
月
28
日
ま
で

■
対
象
地
域　

　

町
内
全
域
（
大
蛇
地
区
漁
業
集

落
排
水
処
理
区
域
お
よ
び
石
鉢
・

赤
保
内
処
理
区
公
共
下
水
道
事
業

認
可
区
域
は
除
く
）

■
対
象
建
物

　

専
用
住
宅
お
よ
び
併
用
住
宅
。

た
だ
し
、
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
く

み
取
り
式
か
ら
の
変
換
の
場
合
に

限
り
ま
す
。（
新
築
住
宅
へ
の
浄

化
槽
設
置
は
対
象
外
）

■
補
助
金
額
と
設
置
可
能
数

・
５
人
槽

　

限
度
額
３
５
２
千
円
、
４
基

・
６
～
７
人
槽

　

限
度
額
４
４
１
千
円
、
１
基

・
８
～
10
人
槽

　

限
度
額
５
８
８
千
円
、
１
基

【
問
い
合
わ
せ
】

　

建
設
課
下
水
道
グ
ル
ー
プ　

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
２
０

　

町
民
が
他
市
町
村
等
の
斎
場
を

利
用
し
た
際
、
火
葬
料
の
２
分
の

１
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象

・
亡
く
な
っ
た
方
が
町
民
で
、
使

用
し
た
斎
場
で
火
葬
料
が
か
か
っ

た
場
合
。

・
町
民
が
親
族
の
火
葬
の
た
め
に

他
市
町
村
の
斎
場
を
使
用
し
、
火

葬
料
が
か
か
っ
た
場
合
。

※
火
葬
料
が
か
か
ら
な
い
場
合
は

補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請

・
火
葬
を
行
っ
た
日
か
ら
30
日
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
に
必
要
な
書
類
等
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
：
法
テ
ラ
ス
）
は
、
解
決
に
役

立
つ
法
制
度
や
、
最
適
な
相
談
窓

口
を
無
料
で
紹
介
し
ま
す
。

　

経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
に

は
、
無
料
で
、
弁
護
士
、
司
法
書

第
７
回
階
上
町
観
光
協
会

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

募集

海
区
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
申
請
を

選挙

合
併
浄
化
槽
設
置
費

補
助
制
度

補助

火
葬
料
を
補
助
し
て

い
ま
す

補助

法
的
ト
ラ
ブ
ル
は
お
気

軽
に
ご
相
談
を
（
法
テ

ラ
ス
）

相談

地区敬老会を開催します

  9 月 26 日（日）11 時
  9 月 19 日（日）11 時
  9 月 20 日（月）11 時

  9 月 20 日（月）11 時

  9 月 19 日（日）11 時

10 月   3 日（日）11 時

9 月 18 日（土）11 時

9 月 17 日（金）10 時

9 月 17 日（金）11 時
9 月 18 日（土）11 時
9 月 19 日（日）
　　　　11 時 30 分
10 月 3 日（日）10 時
9 月 20 日（月）11 時

石鉢ふれあい交流館
蒼前集会所
石鉢ふれあい交流館

森の交流館

田代集会所

晴山沢集会所

ハートフルプラ
ザ・はしかみ

追越集会所

大蛇集会所
榊集会所

駅前集会所

道仏集会所
小舟渡集会所【問】階上町社会福祉協議会　☎ 88-3067

地区により開催日時、方法が異なります。
参加条件や申し込み期日等を確認の上、各地区の区長さんまでお申し込みください。

お知らせ Information 

石　鉢
蒼　前
野場中

田　代

角柄折
金山沢
鳥屋部

晴山沢
平　内

大　蛇
榊

駅　前

道　仏
小舟渡

地区名	 期日	 場所	 地区名	 期日	 場所
赤保内
耳ケ吠西
耳ケ吠東

荒　谷
追　越
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士
に
よ
る
法
律
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
５
７
０
）
０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

■
犯
罪
被
害
者
支
援
ダ
イ
ヤ
ル

☎
（
０
５
７
０
）
０
７な
く
こ
と
な
い
よ

９
７
１
４

■
受
付
時
間

・
平
日　

９
～
21
時

・
土
曜　

９
～
17
時

【
問
い
合
わ
せ
】

　

法
テ
ラ
ス
青
森

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
５
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.houterasu.or.jp/

　

警
察
で
は
、
事
件
、
事
故
か
ら

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

相
談
や
県
民
の
安
全
と
平
穏
を
守

る
た
め
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

■
警
察
本
部　

警
察
安
全
相
談
室

・
♯
９
１
１
０
（
悩
む
よ
り 

か
け

て
安
心 

♯
９
１
１
０
）

☎
０
１
７
（
７
３
５
）
９
１
１
０

■
八
戸
警
察
署　

警
察
安
全
相
談

　
　
　
　

☎
（
４
３
）
４
１
４
１

■
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
等
の
相
談

☎
０
１
７
（
７
２
３
）
４
２
１
１

■
性
犯
罪
被
害
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
８
９
）
７
８
３
４

■
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

・
警
察
本
部
少
年
課

☎
０
１
２
０
（
５
８
）
７
８
６
７

・
八
戸
警
察
署

　
　
　
　

☎
（
２
２
）
７
６
７
６

■
暴
力
団
の
相
談
電
話（

（財）
暴
力

追
放
青
森
県
民
会
議
）

☎
０
１
７
（
７
２
３
）
８
９
３
０

■
採
用
予
定
人
員

①
初
級
（
短
大
卒
・
高
校
卒
）

　

９
名
程
度

②
中
級
（
大
学
卒
）

　

４
名
程
度

■
試
験
日　

９
月
19
日
（
日
）

■
受
験
申
込
期
間

　

８
月
13
日
（
金
）
～
８
月
27
日

（
金
）

■
受
験
資
格
等
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

八
戸
消
防
本
部
管
理
課

　
　
　
　

☎
（
４
４
）
２
１
３
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w

w
.city.hachinohe.

　

aom
ori.jp/koiki/

■
助
成
対
象
事
業

　

地
域
の
雇
用
創
出
や
経
済
活
性

化
を
図
り
、
地
場
産
業
の
支
援
・

育
成
に
資
す
る
、
新
規
事
業
参
入

や
開
発
、
研
究
事
業
（
新
商
品
の

開
発
、
地
域
貢
献
型
事
業
、
空
店

舗
等
の
活
用
、
技
術
開
発
や
研
究

事
業
、
農
林
水
産
資
源
の
活
用
、

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
な
ど
）

■
助
成
対
象
企
業
等

　

県
内
の
個
人
、
企
業
で
助
成
金

給
付
後
、
事
業
・
研
究
報
告
書
を

提
出
で
き
る
こ
と
。

■
助
成
金
額

　

必
要
費
用
の
２
分
の
１
以
内

で
、
上
限
３
０
０
万
円

■
助
成
期
間

　

23
年
４
月
１
日
～
24
年
３
月
31

日■
応
募
方
法

　

９
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
申
請

書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
簡

易
書
留
で
送
付
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る
さ

と
貢
献
基
金

☎
０
１
７
（
７
７
４
）
１
１
７
９

w
w

w
.m

ichinoku-furusato.or.jp

９
月
11
日
は

警
察
相
談
の
日

相談

八戸工業大学研究室めぐり 22 年度自衛官
■募集種目・１次試験日等
　①航空学生
　　9 月 23 日（木）／八戸市福祉公民館
　②一般曹候補生
　　9 月 18 日（土）／八戸工業大学
　③自衛官候補生（男子）
　　9 月 27 日（月）・28 日（火）／八戸駐屯地
　③自衛官候補生（女子）
　　9 月 29 日（水）／八戸駐屯地
■受付締切　9 月 10 日（金）

【問い合わせ】
　自衛隊青森地方協力本部八戸地域事務所
　（階上町担当　工藤）　　　　☎45-1920

22
年
度
消
防
職
員
採
用

試
験

募集

23
年
度
地
域
振
興
助
成

事
業
（
み
ち
の
く
・
ふ

る
さ
と
貢
献
基
金
）

募集

お知らせ Information

募集 募集

　最先端科学技術を体験し、八戸市の産業を支える
学問・研究を学びませんか。（研究内容の紹介、研究
室、研究施設見学）
■日程
① 8 月 24 日（火）　バイオ環境工学科（水、土、植
　物から地球環境を調べるなど）
② 9 月 1 日（水）　機械情報技術学科（生物の群れの
　ように振る舞うロボット群など）
③ 9 月 3 日（金）　電気電子システム学科（フラット・
　パネル・ディスプレイの高品質化など）
■時間　13:30 ～ 16:30
■定員　20 人　　■受講料　無料
【問い合わせ・申し込み】
　8月18日（水）までに、八戸地域高度技術振興セン 
　ター（☎21-2131）までお申し込みください。
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消防情報 交番情報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

　

一
人
ひ
と
り
が
、
「
飲
酒
運
転

は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
こ

と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

■
違
反
点
数
、
欠
格
期
間
が
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

①
酒
酔
い
運
転

　

25
点
↓
35
点
、
免
許
取
り
消
し

（
欠
格
期
間
３
年
）

②
酒
気
帯
び
運
転

・
呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が

０
・
１
５
㎎
／

㍑
以
上
０
・
２
５
㎎

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
！
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
は

間
違
っ
た
使
い
方
を
す
る
と
大
変

危
険
で
す
。
花
火
に
よ
る
火
災
や

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
次

の
事
項
に
注
意
し
、
楽
し
い
夏
休

み
の
思
い
出
に
な
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
花
火
を
す
る
時
の
注
意

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を

よ
く
読
ん
で
必
ず
守
る
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で

／

㍑　

６
点
↓
13
点
、
免
許
停
止

（
90
日
）

・
呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が

０
・
２
５
㎎
／

㍑
以
上　

13
点
↓
25

点
、
免
許
取
り
消
し
（
欠
格
期
間

２
年
）

■
運
転
者
に
も
運
転
者
以
外
に
も

厳
し
い
罰
則

①
酒
酔
い
運
転

　

運
転
者
、
車
両
の
提
供
者
は
、

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
。
酒
類
の
提
供

者
、
同
乗
者
は
、
３
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

②
酒
気
帯
び
運
転

　

運
転
者
、
車
両
の
提
供
者
は
、

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
。
酒
類
の
提
供
者
、

同
乗
者
は
、
２
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
。

■
採
用
予
定
人
員

　

①
男
性　

36
人
程
度

　

②
女
性　

２
人
程
度

■
受
付
締
切　

９
月
３
日
（
金
）

■
１
次
試
験　

９
月
26
日
（
日
）

※
受
験
資
格
は
広
報
７
月
号
16

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
絶
対
に
し
な
い
。

③
風
が
強
い
と
き
に
は
花
火
遊
び

を
し
な
い
。

④
消
火
用
の
水
を
用
意
し
て
、
大

人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

⑤
噴
出
花
火
、
打
上
花
火
な
ど
、

筒
状
の
花
火
は
途
中
で
火
が
消
え

て
も
筒
を
の
ぞ
か
な
い
。

⑥
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
た
く
さ

ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け
た

り
し
て
遊
ば
な
い
。

　
楽
し
く
遊
び
、
火
災
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
救
急
の
日

　

救
急
医
療
お
よ
び
救
急
業
務
に

対
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
救
急
医

療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
て
い
ま

す
。

■
救
急
医
療
週
間

　

今
年
は
、
９
月
５
日
（
日
）
～

11
日
（
土
）
の
１
週
間
で
す
。

■
応
急
手
当
の
講
習
会

　

身
近
な
人
が
倒
れ
た
と
き
、み

な
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。

　

消
防
署
で
は
い
ざ
と
い
う
と
き

に
正
し
い
応
急
手
当
て
が
行
え
る

よ
う
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
度
練
習
し
て
お
け
ば
、
そ
し

て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
さ
え
あ

れ
ば
、
人
の
命
を
救
う
た
め
の
手

助
け
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
な

の
で
す
。

　

講
習
を
受
け
、
万
が
一
の
と
き

に
正
し
い
応

急
手
当
て
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し

ょ
う
。

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　
　

楽
し
い
花
火

９
月
９
日
は
救
急
の
日

●平成 22 年階上町交通事故発生状況
６月30日現在

死亡事故ゼロ連続日数

前年同期比増減

発生件数

死　　者

傷	者	数

17

0

21

＋ 3

±	0

＋ 4

1034日

事件は 110 番へ
階 上 交 番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
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夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
枝
の
先

端
に
直
径
六
㌢
ほ
ど
の
黄
色
い
花

を
つ
け
る
。
高
さ
は
三
㍍
に
な
る

も
の
も
あ
る
。
筒
状
花
の
集
合
し

た
部
分
は
ボ
ン
ボ
リ
状
、
や
や
う

な
だ
れ
ぎ
み
に
花
弁
（
舌
状
花
）

が
つ
い
て
、
て
る
て
る
坊
主
を
連

想
さ
せ
る
。

　

明
治
の
中
ご
ろ
に
観
賞
用
に
導

入
さ
れ
た
も
の
が
、
鉄
道
沿
線
や

河
川
敷
な
ど
の
湿
っ
た
土
地
へ
と

野
生
化
し
て
い
っ
た
、
北
米
産
の

帰
化
植
物
。

　

名
前
は
、
同
じ
き
く
科
の
ハ
ン

ゴ
ン
ソ
ウ
と
葉
の
形
が
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

（
大
反
魂
草
）
と
な
っ
た
と
い
う
。

八
重
咲
き
の
も
の
を
、
ハ
ナ
ガ
サ

ギ
ク
（
花
笠
菊
）
と
呼
ん
で
い
る
。

てるてる坊主をイメージさせる

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
（
き
く
科
）

有
　
谷
　
　
　
升

正
部
家
　
奨
／
作
・
佐
藤
　
明
／
画

飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
十
一
）

＜255＞

◇200◇

　

久
慈
八
日
町
よ
り
南
十じ

ゅ
う
ご
り

五
里
に

小こ

く

じ
久
慈
と
い
え
る
山
有
り
、
是こ

レ

よ
り
琥こ
は
く珀

出い

ツず

、
金き

ん

を
掘
る
が
如

く
山
を
横
に
掘
り
入
る
。
金か
な

づ
る

の
如
く
琥
珀
の
つ
る
有
り
て
伝
え

掘
る
と
い
う
。
幸
助
平
太
郎
所
に

於お
い

て
琥
珀
を
求
め
侍は

べ

る
。
都す

べ

て

九
百
文
相
場
、
壱
貫
、
四

よ
ん
ひ
ゃ
く
も
ん

百
文
也
、

八
日
町
昨
日
ま
で
神
明
の
祭
礼
、

今
日
は
秋
葉
権
現
の
祭
り
也
、
山

伏
有
り
笑
う
に
堪た

え
た
り
。
暮く

れ

に

及
び
て
雨
少
ク
降
る
、
夜
風
吹
く
、

寝い

ね
け
る
に
今
夜
も
夜や

ぐ具
な
く
畳

た
た
み

（
む
し
ろ
か
）
を
着
た
り
、
風
す

き
間
よ
り
吹
き
入
り
て
寒
し
、
読

め
る
歌　

正
之

　

草
ま
く
ら　

か
り
の
宿
り
を

　
　

お
と
つ
れ
て

　

身
に
し
む
斗ば
か

り
風
ぞ
吹
来
る

　

十
八
日
、
晴
れ
て
吹
く
、
八
日

町
、
八
の
日
を
以も
っ

て
市い

ち
び日

と
す
。

明
日
琥
珀
掘
る
所
を
見
ん
と
て
細さ
い

工く

人に
ん

の
所
へ
至
り
て
約
束
す
。
帰

る
。
小こ
そ
で袖

村
の
庄
屋
が
妻
、
魚
売

り
に
来
る
、
酒
を
乞こ

え
る
故ゆ

え

に
飲

ま
し
め
る
。

　
「
お
れ
」
と
い
う
事
を
「
わ
あ
」

と
い
い
、「
お
で
や
れ
」
と
申
す

を
「
お
い
き
や
れ
」
な
ど
と
言
え

る
所
也
。

　

南
部
（
八
戸
地
方
）
は
百ひ
ゃ
く
も
ん文
と

て
九
十
六
文も
ん

也
。

　

大
館
中
町
、
小
三
郎
、
亀
田
の

人
、
松
之
助
と
同
宿
、
角か
く

ノの

館だ
て

、

長
松
な
る
と
争
論
に
及
べ
る
故
、

銭ぜ
に

を
借
す
事
有
り
。
久
慈
よ
り
巽

た
つ
み

（
南
東
）
の
方
、
三み

っ
か
み
ち

日
路
、
平
の

宮
古
と
て
繁
昌
の
所
あ
り
、
其
の

南
「
き
り
き
り
」
と
言
え
る
所
有

り
、
宮
古
よ
り
二ふ
つ
か日
路み

ち
ば
か斗
り
と
い

う
。

　

善
兵
衛
と
て
南
部
第
一
の
富
家

あ
り
、
飢
年
に
大
野
村
中
、
庄
屋

と
酒
造
家
と
二
軒
の
ミみ

人
を
食
わ

ず
、
其
ノ
余
は
皆み

ナ
人
を
食く

ら
う

と
い
う
。
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■追納のススメ～国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部納付）、若年者納付猶予、学生納
付特例の承認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めたときよりも
老齢基礎年金の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、10 年以内であれば、さか
のぼって納める（追納）ことができます。

追納のお申し込みは八戸年金事務所まで！
　※ただし、免除等の承認を受けた期間の翌年度から起算して 3 年度目以降
　　に追納すると、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。

■老齢基礎年金

　保険料を納めた期間や免除期間などが原則 25 年以上あると、老齢基礎年
金を 65 歳から受給できます。年金額は、満額で 792,100 円（22 年度。ただ
し、20 ～ 60 歳までの 40 年間（480 カ月）すべて保険料を納めた場合）。
　なお、保険料を納めていない期間や免除期間がある場合は、その期間に応
じて減額された年金額となります。

場所：野沢バス停から寺下観音方面へ約200mほど進んだ左手 展望台から撮影した田んぼアート
（7月23日撮影）

【問い合わせ】
　八戸年金事務所
　　　　　　　☎43-7369
　町民課
　　戸籍住民グループ
　　　　　　　☎88-2119

お誕生おめでとう お悔やみ申し上げます

今年もお目見え！田んぼアート
　赤保内地区の桑原裕さん、則子さんご夫妻が、毎年制作している田
んぼアートが見ごろを迎えています。その年の干支をモチーフに作っ
ており、今年は勇壮なトラ。稲は、紫黒米、もち米、白米、黒米、黄
米の 5 種類を使用。風に吹かれ、稲が揺れると、まるでトラの毛が
なびいているかのようです。
　8 月中ごろまで楽しめるとのことです。

編集後記

戸籍の窓

（父の名・母の名）　 （年齢・地区名）

　今月号は、スポーツの話題
が多くありました。
　スポーツは、見ている人の
気持ちも熱くさせてくれま
す。選手の皆さんには、今年
の暑さに負けないくらい、熱
い戦いを期待します。 （田中）

飯 野 喜 貴
髙 橋 綾 子

坂 下 春 樹
笹 山 真 美

小 松 勇 人
川守田　広　美

野 沢 真 司
柏 木 麻 衣

中屋敷　和　子
水 野 利 雄
赤　松　佐登見
田 畑 ハ ナ
木 村 み ゑ
野 沢 タ ミ
田　村　ゆり子
橋 場 吉
堀 川 ユ キ
田 中 幸 一

（山 形 市）
（耳ケ吠西）

（八 戸 市）
（荒　　谷）

（石　　鉢）
（八 戸 市）

（赤 保 内）
（久 慈 市）

（59・耳ケ吠東）
（101・赤保内）
（77・道　仏）
（86・角柄折）
（97・鳥屋部）
（82・赤保内）
（48・野場中）
（87・　榊　）
（99・駅　前）
（96・鳥屋部）

地区

（希望者の分を掲載しています）

（住所または元の本籍）

平成22年7月受付分（敬称略）

前途を祝福します

８月31日㊋
町・ 県 民 税

　　　　      の納期限です。
忘れずに納めましょう。

【問】町民課税務グループ　
　　　　　☎ 88-2114

第 2 期

人口と世帯数
平成22年 8月 1日現在

総人口
男
女
世帯数

14,706人
7,373人
7,333人
5,680世帯

（＋ 4）
（＋ 4）
（＋－ 0）
（＋ 11）

佐　京　こころ

木 村 斗 真

（匡　胤・菜穂子）

（勇　輝・博　子）

小舟渡

大　蛇
と　う　ま
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8 月 9 月

CALENDAR ８月16日（月）～９月15日（水）CALENDAR

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

ごみ収集日の地区区分

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

土・日・祝日および17:00 以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

中央・
西部地区

東部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代
晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

課名・グループ名等

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局

１
階

２
階

直通電話番号
88-2129
88-2114
88-2119
88-2219

88-2115・2641
88-2049
88-2946
88-2112
88-2113
88-2116
88-2120
88-2118
88-2495

88-2698・2764
88-2369

総 務 グ ル ー プ
企画財政グループ
産業振興グループ
下水道グループ
土木建設グループ
学校教育グループ
社会教育グループ

戸籍住民グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ

町 民 課

保健福祉課

総 務 課

産業振興課

建 設 課

教 育 課

３階

賦課
収納

税　　務
グループ

○ごみは、収集日に
4 4 4 4

、自分の住んでいる地域のごみ
収集所へ、朝８時までに出してください。
○ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
が来るとは限りません。

燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
粗大ごみ収集日（東部地区）
合同相談（ハートフルプラザ　13:00～15:00）
教育相談（ハートフルプラザ小会議室  13:00～16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ  17:30～19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・段ボール収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
粗大ごみ収集日（中央・西部地区）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

360歳野球大会（道中グラウンド  9:30）
燃やせないごみ収集日（全地区）
２学期始業式（中学校）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
２学期始業式（小学校）
民俗資料収集館開放日（9:00～16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ  17:30～19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
１歳6カ月児健康診査（H20.12.1～21.2.28生まれ、
ハートフルプラザ  12:30～14:30）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
体育祭（階上中）
全日本大学対抗自転車ロードレース大会（階上
岳周辺コース　8:30）
体育祭（道仏中）
剣道クラブ（町民体育館 10:00～12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30～19:30）
町・県民税第2期納期限

16

17

18

19

20
21
22

23

24

25

26
27
28

29

30

31

月

火

水
 
木

金
土
日

月

火

水

木
金
土

日

月

火

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・段ボール収集日（全地区）
修学旅行（～ 3 日　赤保内、道仏、大蛇、小舟渡小）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

第 18 回県民駅伝競走大会（青森市）
剣道クラブ（町民体育館  10:00 ～ 12:00）
修学旅行（～ 7 日　石鉢小）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
夜間納税相談（町民課税務グループ  17:30 ～ 19:30）
修学旅行（～ 9 日　階上、金山沢小）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

町民大運動会（階上中グラウンド  9:00）
剣道クラブ（町民体育館  10:00 ～ 12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
乳児保健相談（H22.3 ～ 4 月生まれ、ハートフル
プラザ  9:30 ～ 12:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・段ボール収集日（全地区）

1

2
3
4

5

6

7

8

9
10
11

12

13

14

15

水

木
金
土

日

月

火

水

木
金
土

日

月

火

水
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祝！
　第 92 回全国高等学校野球選手権大会に青森県
代表として出場を決めた、工大一高ナインに、階
上町から、道仏中出身の下畑大輝選手と宮崎隆輝
選手の 2 人が出場しています。

　8 月 7 日から兵庫県西
宮市の甲子園球場で行わ
れる全国高校野球選手権
大会に出場します。
　青森県代表として堂々
とプレーしてほしいと思
います。
　健闘を期待します。

役場には懸垂幕がかけられ
ました

第23回 町内駅伝競走大会 石鉢ガッツ ６連覇！

1. たすきをつなぐ赤保内チーム
2. トップでゴールテープを切る石
鉢ガッツのアンカー町中江介さ
ん

3. 区間賞で表彰される夏堀拓海君

　7 月 18 日、町内駅伝競走大会が行われました。
平内農道入口を出発点とし、庁舎裏駐車場を決
勝点とする 9 区間 22.2km を 9 チーム 81 人が
たすきでつなぎました。
　結果は、石鉢ガッツが 6 連覇を達成。上澤和
夫監督は「練習の成果が出た。選手に感謝したい」
と笑顔。
　また、3 区に出場した赤保内小の夏堀拓海君が、
これまでの記録を 30 秒も縮める、区間新記録を
出しました。メダルを受け取り、「初めての駅伝
だったけど、最後まで走り切れて良かった。と
てもうれしいです」と喜んでいました。
【大会結果】
1位	 石鉢ガッツ	 1時間26分 17秒
2位	 赤　保　内	 1時間27分 53秒
3位	 登　　　切	 1時間28分 23秒
4位	 小　舟　渡	 1時間29分 24秒
5位	 石鉢レッツ	 1時間31分 19秒
6位	 道　　　仏	 1時間34分 24秒
7位	 鳥　屋　部	 1時間35分 44	秒
8位	 金　山　沢	 1時間37分	28秒
	 大　　　蛇	 タイムなし

【区間新記録】
　3区（2km/ 小学生男子）
　夏堀拓海（赤保内）　6分 50秒

１

３

２
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下
しもはた

畑　大
だ い き

輝 選手（3 年）

目標は日本一。一戦一戦
勝って、優勝に一歩でも
近づけるように頑張りま
す。

（駅前地区。道仏小～道
仏中）

宮
みやざき

崎　隆
りゅうき

輝 選手（3 年）

日本一が僕たちの夢。「一
戦必勝」で、工大一の 5
番としての役目をしっか
り果たしたいです。

（道仏地区。道仏小～道
仏中）


